
16

市 政 �だ よ り �

木
造
獅
子（
一
）、木
造
獅
子（
二
）�

が
国
の
重
要
文
化
財
に�

木
造
千
手
観
世
音
菩
薩
立
像
と�

津
山
景
観
図
屏
風
が�

市
の
重
要
文
化
財
に�

重
要
文
化
財
の
指
定�

　
市
内
二
宮
の
高
野
神
社
が
所
有
す

る
「
木
造
獅
子
（
一
）
、
木
造
獅
子

（
二
）
」
が
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
３
月
19
日
に
開
か
れ
た
国

の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
重
要
文

化
財
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
木
造
獅
子
は
そ
れ
ぞ
れ
開
口
・

閉
口
の
違
い
を
除
く
と
、
耳
の
向
き

や
直
毛
と
な
る
た
て
が
み
、
ほ
ぼ
ま

っ
す
ぐ
な
体
勢
な
ど
が
お
た
が
い
同

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
獅

子
と
狛
犬
の
対
で
は
な
く
両
方
と
も

獅
子
と
い
う
珍
し
い
例
で
す
。

（
一
）
は
高
さ
約
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
、
重
量
感
あ
る
作
り
か
ら
平
安

時
代
前
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
現

存
す
る
も
の
で
は
最
古
の
獅
子
１
対

の
像
で
す
。

（
二
）
は
高
さ
約
27
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
、
平
安
時
代
後
期
に
製
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
も
平
安
時
代
に
製
作
さ
れ

た
木
造
で
あ
り
、
同
年
代
製
作
の
獅

子
１
対
の
例
は
全
国
で
も
極
め
て
数

が
少
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
３
月
19
日�

木
造
千
手
観
世
音
菩
薩
立
像
（
清
瀧

寺
所
有
・
河
面
）、
津
山
景
観
図
屏
風�

（
松
永
仁
志
さ
ん
所
有
・
国
分
寺
）

の
２
件
を
新
た
に
市
の
重
要
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
の
重
要

文
化
財
は
60
件
に
な
り
ま
す
。

《
木
造
千
手
観
世
音
菩
薩
立
像
》�

���

　
木
造
千
手
観
世
音
菩
薩
立
像
は
、

高
さ
１
０
８
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
木
像
一
木
造
り
で
、
27
の
顔
と
１
、

０
４
２
の
手
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
本
像
の
前
面
は
、
造
作
を
こ
ぢ
ん

ま
り
と
ま
と
め
た
顔
容
や
丸
み
の
あ

る
華
奢
な
肩
と
胸
元
、
細
い
下
半
身

や
薄
い
衣
紋
表
現
な
ど
が
特
徴
で
す
。�

　
ま
た
、
背
中
か
ら
足
腰
に
つ
い
て

は
左
右
対
称
の
衣
紋
表
現
で
、
浅
い

彫
り
や
細
い
腰
、
丸
み
の
あ
る
肩
な
ど
、

製
作
当
時
の
平
安
時
代
後
期
の
作
風

を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

《
津
山
景
観
図
屏
風
》

　
津
山
景
観
図
屏
風
は
、
津
山
藩
の

お
抱
え
絵
師
だ
っ
た
　
　
　
　
が
描

い
た
も
の
で
、
昨
年
５
月
に
市
内
の

個
人
宅
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
六

曲
一
双
で
、
左
隻
・
右
隻
と
も
縦
は

１
５
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
は
３

６
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　
左
隻
は
桜
花
の
季
節
で
、
二
宮
の

高
野
神
社
を
中
心
に
西
松
原
の
松
並

木
や
院
庄
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

右
隻
は
紅
葉
の
季
節
で
、
画

面
中
央
に
津
山
城
を
置
き
、

そ
の
左
右
に
城
下
町
の
よ
う

す
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
の
肉
筆
画
の
大
作
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て

ま
れ
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の

津
山
を
詳
細
か
つ
写
実
的
に

描
い
た
唯
一
の
作
品
と
し
て
、

歴
史
的
価
値
が
高
い
も
の
で
す
。

　
文
化
財
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
教
委
文
化
課
3
32
‐
２

１
２
１
へ
ど
う
ぞ
。�

▲津山景観図屏風（右隻）�

▲木造獅子（二）�

木造獅子（一）�

▲� も
く
ぞ
う 
し   

し�

こ
ま
い
ぬ�

も
く
ぞ
う
せ
ん
じ
ゅ
か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う�

つ
や
ま
け
い
か
ん
ず
び
ょ
う
ぶ�

き
ゃ
し
ゃ�

え
も
ん�

く
わ
が
た
け
い
さ
い�


